
※
防
除
薬
剤
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基
準
【
希

釈
倍
数
・〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か

／
通
算
使
用
可
能
回
数
〕】
を
表
し
て
い
ま

す
。
農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

あ
ぐ
り最

前
線

農家のための
最新情報

【
浸
種
の
目
安
】（
積
算
温
度
＝
水
温
×
日
数
）

※
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め

	

（
積
算
温
度	

80
℃
未
満
）

※
に
じ
の
き
ら
め
き	（
積
算
温
度	

130
℃
未
満
）

※
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
・
に
こ
ま
る

	

（
積
算
温
度	

100
℃
未
満
）

●
播
種

播
種
前
に
床
土
（
約
２
㎏
）
を
均
一
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
箱
は
10
ａ
あ
た
り
20
枚
を
目
安

に
し
て
く
だ
さ
い
。

播
種
は
、
床
土
に
十
分
灌
水
し
た
後
に
行
い

ま
す
。
播
種
量
は
、
催
芽
も
み
で
180
ｇ
／
箱
、

厚
播
き
す
る
と
軟
弱
徒
長
苗
や
病
害
が
出
や
す

く
な
る
の
で
注
意
し
、
播
種
後
は
、
種
も
み
が

見
え
な
く
な
る
程
度
（
約
１
㎏
）
の
覆
土
を
し

ま
す
。
覆
土
の
上
か
ら
の
灌
水
は
病
害
発
生
の

原
因
と
な
る
た
め
、
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

育
苗
箱
の
目
が
粗
く
床
土
が
こ
ぼ
れ
る
、
根

が
絡
ま
っ
て
育
苗
箱
か
ら
取
り
出
す
の
が
大
変

な
場
合
は
、
ク
ラ
パ
ピ
ー
な
ど
の
防
根
シ
ー
ト

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

＊
田
植
時
に
は
必
ず
防
根
シ
ー
ト
を
は
ず
し
て

く
だ
さ
い
。

●
育
苗

育
苗
中
に
カ
ビ
（
苗
立
ち
枯
れ
病
）
が
発
生

し
た
場
合
は

・
タ
チ
ガ
レ
ン（
液
）　

500
倍〔
播
種
時
及
び
発

芽
後
／
２
回
〕＊
フ
ザ
リ
ウ
ム
・
ピ
シ
ウ
ム
菌

ま
た
は

・
ダ
コ
ニ
ー
ル
1000　

1000
倍
〔
播
種
時
か
ら
緑
化

期
、
た
だ
し
播
種
14
日
後
ま
で
／
２
回
〕
＊

リ
ゾ
ー
プ
ス
菌

を
育
苗
箱
１
箱
あ
た
り
500	

ml
灌
注
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ベ
ツ

	

気
温
が
高
く
な
る
の
で
、
裂
球
と
病
害
虫
の

発
生
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

収
穫
が
終
わ
っ
た
圃
場
は
早
め
に
す
き
こ
み

ま
し
ょ
う
。

●
追
肥　

※
Ｓ
Ｅ
・
恋
舞

▽
結
球
開
始
期

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262
（
80
㎏
／
10
ａ
）	

＊
ハ
ク
サ
イ
後
に
定
植
し
て
い
る
場
合
は
100	

kg
に
増
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
は

・	

ア
ヅ
マ
ッ
プ
545
（
100
㎏
／
10
ａ
）

●
病
害
虫
防
除

※
石
井
中
早
生
・
Ｙ
Ｒ
春
空

・
ア
ク
セ
ル（
フ
）　

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
バ
リ
ダ
シ
ン（
液
）５　

800
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

ハ
ク
サ
イ（
春
ど
り
）	

暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
芯
の
上
が
り
も
早
く

な
る
た
め
、
適
期
収
穫
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
４
月
上
旬

・
グ
レ
ー
シ
ア（
乳
）　

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト（
顆
）　

4000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

1500
倍
〔
７
日
／
３
回
〕

▽
４
月
中
旬

・
ア
ク
セ
ル（
フ
）　

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム（
フ
）	

2000
倍〔
３
日
／
３
回
〕

・
バ
リ
ダ
シ
ン（
液
）５　

500
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

◎
石
灰
欠
乏
症
（
ア
ン
コ
）
対
策

・
パ
フ
ォ
ー
ム
Ca　

500
倍

結
球
開
始
期
ま
で
に
適
宜
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

農
薬
散
布
と
同
時
に
使
用
で
き
ま
す
。

●
灌
水

乾
燥
す
る
と
外
葉
の
発
達
が
抑
え
ら
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
石
灰
欠
乏
症
（
ア
ン
コ
）
お
よ

び
ホ
ウ
素
欠
乏
症
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

通
路
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
追
肥　

※
春
さ
か
り
・
黄
楽
70

▽
被
覆
資
材
（
パ
オ
パ
オ
）
除
去
後

水　
稲

水
稲
栽
培
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

育
苗
手
順
を
確
認
し
て
、
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

●
種
も
み
の
準
備

種
も
み
は
10
ａ
あ
た
り
３
～
４
㎏
準
備
し
ま

す
。
枝
梗
が
つ
い
て
い
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
脱
芒
し
て
く
だ
さ
い
。

●
塩
水
選

稔
実
の
良
い
種
も
み
を
得
る
た
め
に
実
施
す

る
重
要
な
作
業
で
す
。

左
の
図
を
参
考
に
選
別
を
行
い
、
沈
ん
だ
も

の
だ
け
を
使
用
し
ま
す
。
選
別
し
た
種
子
は
流

水
で
洗
い
、
塩
分
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

●
種
子
消
毒

育
苗
中
は
、
病
害
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
細
菌
や
カ
ビ
・
害
虫
対
策
と
し
て

種
子
を
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ば
か
苗
病
・
褐
条
病
・
も
み
枯
細
菌
病
・
イ

ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ

・
テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ（
水
）　

200
倍

・
ス
ミ
チ
オ
ン（
乳
）　

1000
倍

２
種
類
を
加
用
し
、
24
時
間
浸
漬
、
そ
の
後
、

浸
種
・
催
芽
作
業
に
入
り
ま
す
。

●
浸
種
・
催
芽

水
稲
栽
培
で
最
初
に
失
敗
す
る
可
能
性
が
あ

る
作
業
で
す
。
浸
種
時
間
（
発
芽
に
必
要
な
積

算
温
度
）
が
短
い
と
発
芽
揃
い
が
悪
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
水
の
入
れ
替
え
を
怠
る
と
酸
欠
を

起
こ
し
、
催
芽
の
不
揃
い
や
、
腐
敗
に
繋
が
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

も
み
全
体
の
80
％
が
ハ
ト
胸
状
態
に
な
っ
た

ら
、
水
か
ら
出
し
て
陰
干
し
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

①
水
の
交
換
の
目
安
は
、
浸
種
３
日
後
の
朝
か

ら
で
す
。
そ
の
後
は
２
日
に
１
回
程
度
入
れ

替
え
ま
し
ょ
う
。

②
播
種
の
前
日
に
水
か
ら
揚
げ
て
、
水
き
り
を

し
ま
し
ょ
う
。

③
芽
が
伸
び
す
ぎ
る
と
播
種
時
に
折
れ
る
の
で
、

１
mm
程
度
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
品
種
に
よ
り
催
芽
の
早
さ
が
異
な
る
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

塩　水　選

塩類添加量（水10ℓあたり）

生卵による比重の見わけ方

種もみの準備
塩水選 稔実の良い

もみを選ぶ）（

参　  　　　考

種　類
うる ち
も 　 ち

比　重
1.13
1.08

食　塩
2.00kg
1.22kg

硫　安
2.56kg
1.50kg

※塩水選後は十分水洗いしてください。

1.10 1.13

1.0 1.08
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・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262
（
60
㎏
／
10
ａ
）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー（
春
ど
り
）		

春
は
花
蕾
の
肥
大
が
早
い
の
で
、
適
期
収
穫

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
品
質
を
保
つ
た
め
、

涼
し
い
時
間
帯
に
収
穫
し
、
低
温
で
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

●
追
肥　

※
ピ
ク
セ
ル

▽
花
蕾
発
現
期

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262
（
60
㎏
／
10
ａ
）

●
病
害
虫
防
除

▽
４
月
中
旬

・
グ
レ
ー
シ
ア（
乳
）　

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

新
シ
ョ
ウ
ガ

	

●
追
肥

根
の
発
達
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
追
肥
を

中
心
と
し
た
肥
培
管
理
が
適
し
て
い
ま
す
。

１
次
茎
の
葉
数
が
５
～
６
枚
頃
に
第
１
回
目

の
追
肥
を
行
い
ま
す
。
以
降
、
収
穫
期
ま
で
１

カ
月
ご
と
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
土
寄
せ

追
肥
作
業
と
同
時
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
肥

料
の
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
新
し
く
発
生

す
る
塊
茎
の
緑
化
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

・
パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ（
溶
）　

1500
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

◎
紋
枯
病

・
バ
リ
ダ
シ
ン（
液
）５　

800
倍〔
14
日
／
４
回
〕

◎
根
茎
腐
敗
病

発
生
し
た
株
は
す
み
や
か
に
抜
き
取
り
、
薬

剤
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ラ
ン
マ
ン（
フ
）　

500
～
1000
倍
（
２
～
３
ℓ
／

㎡
）〔
30
日
／
３
回
〕
＊
土
壌
灌
注

ま
た
は

・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム（
粒
）　

18
㎏
／
10
ａ
〔
30
日

／
３
回
〕
＊
定
植
前
作
条
土
壌
混
和
ま
た
は

生
育
期
土
壌
表
面
散
布

ピ
ー
マ
ン

	

開
花
か
ら
収
穫
ま
で
の
日
数
は
、
約
15
～
20

日
で
す
。
た
く
さ
ん
実
が
つ
い
た
場
合
は
早
め

に
収
穫
し
、
株
の
疲
労
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で

す
。
収
穫
が
遅
れ
た
実
は
皮
が
硬
く
な
り
、
色

も
悪
く
な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

●
病
害
虫
防
除

◎
灰
色
か
び
病
・
菌
核
病

高
温
多
湿
で
発
生
が
多
く
な
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

・
ロ
ブ
ラ
ー
ル（
水
）		

1000
～
1500
倍
〔
前
日
／
４
回
〕

◎
う
ど
ん
こ
病

発
病
し
て
か
ら
で
は
完
全
防
除
が
難
し
い
の

で
、
予
防
的
な
散
布
を
し
て
く
だ
い
。

・
パ
レ
ー
ド
20（
フ
）		

2000
～
4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

ま
た
は

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ　

2000
～
4000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト（
顆
）　

4000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

●
追
肥

通
路
を
溝
切
り
し
、
ぼ
か
し
肥
料
等
を
施
す

場
合
は
、
４
月
末
ま
で
に
終
え
ま
し
ょ
う
。
遅

れ
る
と
根
痛
み
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

液
肥
で
は
、
樹
勢
に
応
じ
て
加
減
し
、
月
２
～

３
回
（
１
回
あ
た
り
、
窒
素
成
分
で
１
～
２
㎏

／
1000
本
）
を
目
安
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

●
灌
水

活
着
ま
で
は
株
元
灌
水
（
手
灌
水
）
と
し
、

活
着
後
は
灌
水
パ
イ
プ
で
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。

生
育
が
進
む
に
つ
れ
て
水
分
要
求
量
が
増
す
の

で
、
灌
水
パ
イ
プ
と
併
せ
て
畝
間
灌
水
を
し
て

乾
燥
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ト
ウ
ガ
ン

	

●
定
植
（
ト
ン
ネ
ル
栽
培
）

本
葉
５
～
６
枚
の
苗
を
植
え
ま
す
。
ト
ウ
ガ

ン
は
高
温
・
乾
燥
に
強
く
、
低
温
・
多
湿
に
は

弱
い
性
質
を
も
ち
ま
す
。
畑
の
準
備
（
畝
立
て

や
マ
ル
チ
）
は
早
め
に
行
い
、
排
水
の
改
善
や

地
温
を
上
げ
て
お
く
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
定
植
時
に
ホ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ
で
保
温
す
る

と
、
初
期
生
育
を
早
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
４
月
中
下
旬
ま
で
は
夜
間
の
保
温
に

努
め
、
日
中
は
30
℃
以
上
の
高
温
に
な
ら
な
い

よ
う
、
十
分
に
換
気
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
人
工
授
粉
・
ト
ン
ネ
ル
の
除
去

気
温
が
低
く
ハ
チ
の
飛
来
が
少
な
い
た
め
、

早
朝
に
人
工
授
粉
を
行
い
、
確
実
に
着
果
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

４
月
下
旬
頃
、
気
温
が
安
定
し
た
ら
ト
ン
ネ

ル
を
は
ず
し
ま
す
。

ニ
ン
ジ
ン

	

播
種
後
か
ら
生
育
前
半
に
か
け
、
土
壌
を
過

乾
燥
に
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
間
引
き
・
追
肥

本
葉
３
～
４
枚
の
時
期
に
間
引
き
し
、
そ
の

後
は
遅
れ
な
い
よ
う
追
肥
を
し
て
く
だ
さ
い
。

施
肥
量
は
収
穫
期
に
近
づ
い
て
葉
の
生
育
が
に

ぶ
り
、
少
し
色
が
落
ち
る
程
度
に
す
る
こ
と
が

品
質
を
良
く
す
る
方
法
で
す
。
ま
た
、
乾
燥
が

続
き
、
急
に
し
お
れ
る
よ
う
な
場
合
は
灌
水
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
抽
苔
の
発
生

本
葉
８
枚
の
頃
に
10
℃
以
下
の
低
温
に
あ
う

こ
と
で
花
芽
を
作
り
、
そ
の
後
の
長
日
・
高
温

（
10
～
25
℃
）
で
抽
苔
し
ま
す
。
天
候
を
見
て

被
覆
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

●
裂
根
の
発
生

本
葉
４
～
５
枚
の
頃
に
乾
燥
・
低
温
に
あ
た

り
、
生
育
後
半
に
温
暖
・
多
雨
の
場
合
、
急
激

に
根
部
が
肥
大
す
る
こ
と
で
発
生
が
多
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
収
穫
の
遅
れ
も
発
生
要
因
と
な

る
た
め
、
適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
黒
葉
枯
病

雨
天
が
続
き
、
生
育
が
落
ち
た
と
き
に
多
発

し
ま
す
。
初
期
防
除
が
重
要
で
す
。

・
ポ
リ
オ
キ
シ
ン
Ａ
Ｌ（
水
）		

500
倍〔
７
日
／
５
回
〕

ま
た
は

・
ベ
ル
ク
ー
ト（
フ
）　

1000
倍
〔
14
日
／
５
回
〕

ダ
イ
コ
ン

		

春
栽
培
は
天
候
に
よ
り
生
育
ス
ピ
ー
ド
が
変

わ
る
た
め
、
生
育
に
応
じ
て
収
穫
時
期
を
調
整

し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
黒
斑
細
菌
病
・
斑
点
細
菌
病
・
軟
腐
病

温
暖
多
雨
の
気
候
で
発
生
し
、
土
壌
伝
染
・

空
気
伝
染
に
よ
り
被
害
が
拡
大
し
ま
す
。
春
作

で
は
発
病
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
た
め
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
４
月
中
旬

・
カ
セ
ッ
ト（
水
）　

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

▽
４
月
下
旬

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド			

750
～
1000
倍〔
14
日
／
３
回
〕

◎
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ

成
虫
は
葉
を
食
害
し
、
地
際
部
ま
た
は
土
壌

中
に
産
卵
し
ま
す
。
幼
虫
は
根
部
表
面
を
食
害

し
、
１
㎜
の
小
さ
な
穴
を
点
々
と
あ
け
、
被
害

が
ひ
ど
い
も
の
は
一
面
ミ
ミ
ズ
が
走
っ
た
よ
う

な
サ
メ
肌
状
と
な
り
ま
す
。
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◎
タ
ネ
バ
エ

地
際
部
ま
た
は
土
壌
中
で
生
ま
れ
た
幼
虫
は
、

根
部
に
１
～
５
㎜
の
穴
を
あ
け
、
根
の
表
面
に

対
し
て
直
角
に
内
部
に
侵
入
し
ま
す
。

産
卵
に
は
土
壌
水
分
が
重
要
で
、
畑
の
耕
起

後
や
降
雨
後
な
ど
の
湿
り
気
の
あ
る
状
態
を
好

み
ま
す
。
薬
剤
の
土
壌
混
和
や
降
雨
後
の
薬
剤

散
布
に
よ
る
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
播
種
時
（
全
面
土
壌
混
和
１
回
）

・
フ
ォ
ー
ス
粒
剤　

６
～
９
㎏
／
10
ａ

▽
被
覆
資
材
除
去
後
ま
た
は
間
引
き
後

・
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン（
粒
５
）　

６
㎏
／
10
ａ
〔
21

日
／
１
回
〕
＊
株
元
土
壌
混
和

▽
生
育
期

・
モ
ス
ピ
ラ
ン（
顆
）　

2000
倍
〔
14
日
／
１
回
〕

・
パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ（
溶
）　

1500
倍
〔
７
日
／
３
回
〕

ウ
メ

	

４
月
は
新
芽
が
開
き
、
果
実
も
急
激
に
肥
大

し
、
生
理
落
果
の
時
期
と
な
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

▽
４
月
上
旬
（
発
芽
期
）

◎
か
い
よ
う
病

特
に
風
あ
た
り
の
強
い
園
地
で
多
く
発
生
し
、

山
間
地
で
霧
の
発
生
し
や
す
い
園
地
や
低
温
で
水

は
け
が
悪
い
園
地
で
も
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

防
風
垣
ま
た
は
防
霜
フ
ァ
ン
を
設
置
し
、
発
生
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。
毎
年
発
生
が
見
ら
れ
る
園

地
で
は
、
落
弁
期
か
ら
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　

1500
倍
〔
21
日
／
４
回
〕

◎
黒
星
病

４
～
５
月
に
か
け
て
雨
の
多
い
年
に
発
生
が

多
く
、
特
に
低
温
多
湿
地
や
通
風
の
悪
い
園
地

で
発
病
し
や
す
い
た
め
、
排
水
・
通
風
を
良
く

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
防
除
時
期
は
、
肥
大

初
期
（
４
月
上
旬
）
と
小
豆
粒
大
期
（
４
月
中

旬
）
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

仕
上
げ
摘
果
を
重
視
し
ま
し
ょ
う
。

●
結
果
枝
へ
の
な
ら
せ
方

短
果
枝
は
先
端
部
に
、
中
・
長
果
枝
は
中
央

部
を
中
心
に
着
果
さ
せ
ま
す
。

着
果
位
置
と
果
実
品
質
と
の
関
係
を
見
る
と
、

先
端
部
分
に
着
果
さ
せ
た
果
実
は
大
き
く
、糖
度

も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、中
・
長
果

枝
で
は
核
割
れ
果
等
が
見
ら
れ
る
た
め
、品
質
が

安
定
す
る
中
央
部
を
中
心
に
着
果
さ
せ
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

▽
４
月
上
中
旬
（
落
弁
期
）

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
バ
リ
ダ
シ
ン（
液
）５　

500
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

◎
黒
星
病
・
灰
星
病

・
ス
ト
ロ
ビ
ー
Ｄ
Ｆ　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
ケ
ム
シ
類

・
オ
リ
オ
ン（
水
）
40　

1000
倍
〔
14
日
／
２
回
〕

▽
４
月
下
旬
（
展
葉
５
～
６
枚
）

◎
果
実
赤
点
病
・
黒
星
病

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン（
水
）　

600
倍〔
21
日
／
３
回
〕

ま
た
は

・
ペ
ン
コ
ゼ
ブ（
水
）　

600
倍
〔
21
日
／
３
回
〕

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　

1500
倍
〔
21
日
／
５
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
モ
モ
ハ
モ
グ
リ
ガ

・
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー（
水
）　

2000
倍
〔
３
日
／
２
回
〕

カ
キ

	

●
病
害
虫
防
除

▽
４
月
中
旬　

※
刀
根
早
生
・
富
有

◎
ケ
ム
シ
類
・
ヒ
メ
コ
ス
カ
シ
バ
・
フ
タ
モ
ン

マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス（
フ
）　

4000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

●
摘
蕾
作
業

▽
４
月
下
旬

カ
キ
は
養
分
吸
収
の
開
始
時
期
が
遅
く
、
発

芽
か
ら
開
花
期
ま
で
に
必
要
と
す
る
養
分
の
ほ

と
ん
ど
が
前
年
に
蓄
え
ら
れ
た
貯
蔵
養
分
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
す
蕾
は
１
結

果
枝
に
１
蕾
が
基
本
で
す
。
ヘ
タ
４
枚
が
揃
い

充
実
し
た
傷
の
な
い
大
き
い
蕾
で
、
結
果
枝
中

部
の
下
向
き
か
横
向
き
の
蕾
を
残
し
ま
す
。
下

向
き
の
結
果
枝
や
、
新
葉
が
５
枚
以
下
の
枝
は

全
て
摘
蕾
し
、
遅
れ
花
も
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

ミ
カ
ン

	

４
月
に
な
る
と
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
病
害

虫
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
適
宜
防
除
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。「
そ
う
か
病
」
等
は
風
雨
に

よ
っ
て
伝
染
す
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
４
月

４
～
５
月
頃
に
雨
が
多
く
比
較
的
低
温
の
年

は
、
日
照
不
足
に
よ
り
葉
が
軟
弱
で
病
気
に
侵

さ
れ
や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
病
原
菌
は
風

や
雨
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、
葉
や
果
実
上
で
発
病

し
、
拡
大
し
ま
す
。
新
芽
が
わ
ず
か
に
伸
び
た

頃
を
目
安
に
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
そ
う
か
病

・
デ
ラ
ン（
フ
）　

1000
倍
〔
30
日
／
３
回
〕

●
摘
蕾

樹
勢
が
弱
く
、
ベ
タ
花
に
な
り
や
す
い
「
ゆ

ら
早
生
」
な
ど
で
は
、
発
育
枝
が
ほ
と
ん
ど
出

な
い
た
め
、
放
置
す
る
と
枯
れ
こ
み
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
主
枝
先
端
部
を
摘
蕾
し
、

五
月
芽
を
発
生
さ
せ
樹
勢
回
復
を
図
っ
て
い
く

こ
と
も
大
切
で
す
。
作
業
は
、
蕾
が
大
き
く
な

り
開
花
が
始
ま
る
ま
で
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
デ
ラ
ン（
フ
）　

2000
倍
〔
14
日
／
２
回
〕

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
幼
虫

・
ア
プ
ロ
ー
ド（
フ
）　

1000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

・
ア
ビ
オ
ン
ー
Ｅ			

1000
倍			

加
用
（
展
着
剤
）

▽
４
月
中
旬
（
幼
果
期
）

◎
か
い
よ
う
病

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　

1500
倍
〔
21
日
／
４
回
〕

◎
黒
星
病

・
ペ
ン
コ
ゼ
ブ（
フ
）　

1000
倍
〔
21
日
／
３
回
〕

▽
４
月
下
旬
（
果
実
肥
大
期
）

◎
か
い
よ
う
病

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　

1500
倍
〔
21
日
／
４
回
〕

◎
黒
星
病
・
す
す
班
病

・
オ
ー
ソ
サ
イ
ド（
水
）80　

800
倍〔
21
日
／
３
回
〕

ま
た
は

・
ス
コ
ア（
顆
）　

3000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

●
実
肥

▽
４
月
下
旬

生
理
落
果
終
了
時
か
ら
結
実
時
に
、
果
実
肥

大
と
新
葉
の
生
育
促
進
の
た
め
実
肥
を
施
用
し

ま
す
。

・
エ
コ
レ
ッ
ト
266
（
50
㎏
／
10
ａ
）

●
灌
水

晴
天
が
１
週
間
以
上
続
き
、
土
壌
が
乾
燥
し

た
場
合
、
１
樹
あ
た
り
100
ℓ
程
度
灌
水
し
て
く

だ
さ
い
。

モ
モ

	

４
月
は
満
開
期
を
迎
え
、
摘
果
の
時
期
と
な

り
ま
す
。

●
摘
果

果
実
肥
大
に
差
が
見
ら
れ
る
、
満
開
後
40
日

頃
か
ら
開
始
し
、
硬
核
期
が
始
ま
る
満
開
後
50

日
頃
ま
で
に
は
終
了
し
、
樹
勢
・
品
種
・
剪
定

度
合
・
地
力
に
よ
っ
て
加
減
し
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
日
川
白
鳳
な
ど
早
生
品
種
は
果
実
が
小
さ

い
の
で
早
め
の
着
果
制
限
を
し
、
硬
核
期
前
の

土
壌
分
析
を
希
望
す
る
方
は
、乾
燥
さ
せ
た
200
ｇ
程
度

の
土
を
袋
に
入
れ
、住
所
・氏
名
・電
話
番
号
と
品
目
名（
水

稲・キ
ャ
ベ
ツ・ミ
カ
ン
等
）を
記
入
し
、4
月
17
日（
金
）ま

で
に
各
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い（
１
点
500

円
）。分
析
結
果
は
5
月
中
旬
ご
ろ
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！
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地域の活動をお届けします！

１
月
に
開
い
た
令
和
８
年
産
水
稲
・
果
樹
栽
培
集
落
別
説
明
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
回
答
と
併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
央
営
農
セ
ン
タ
ー
で
農
業
体
験
農

園
利
用
希
望
者
に
説
明
会
を
開
き
ま
し

た
。「
梅
原
フ
ァ
ー
ム
」「
太
田
フ
ァ
ー

ム
」「
Ｂ
ｅ
ｅ
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
つ
わ
だ
」「
食

農
体
験
あ
ま
が
え
る
」
の
園
主
が
特
色

を
Ｐ
Ｒ
。
希
望
に
沿
う
農
園
で
満
足
度

を
一
層
高
め
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

当
地
域
が
支
援
す
る
体
験
農
園
は
、

農
具
や
苗
な
ど
全
て
園
主
が
用
意
し
、

手
ぶ
ら
で
体
験
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

各
園
主
は
食
卓
を
賄
え
る
多
彩
な
品
目
、

収
穫
量
を
Ｐ
Ｒ
し
、「
太
田
フ
ァ
ー
ム
」

で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
栽
培
講
習
会
の
反
復

学
習
が
で
き
る
利
点
、「
あ
ま
が
え
る
」

は
栽
培
過
程
も
重
視
し
た
取
り
組
み
な

ど
特
色
を
紹
介
。
出
席
者
は
利
用
に
向

け
、
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

「
農
力
ア
ッ
プ
」
の
効
果
を
教
え
て

欲
し
い
。

ケ
イ
酸
は
茎
葉
を
強
く
し
倒
伏
軽
減

効
果
と
受
光
体
制
を
良
く
し
高
温
障
害
の

発
生
抑
制
、
鉄
分
は
根
を
保
護
し
養
分
吸

収
の
向
上
に
役
立
ち
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成

分
は
通
常
の
肥
料
で
は
補
え
な
い
た
め
、

毎
年
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ス
ク
ラ
ム
箱
粒
剤
」
の
散
布
時
期

は
い
つ
ご
ろ
か
。

田
植
え
３
日
前
～
前
日
の
施
用
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
水
稲
に
農
薬
成
分
が
吸

収
さ
れ
、
安
定
し
た
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
当
日
施
用
も
可
能
で
す
。

除
草
剤
散
布
前
に
藻
が
発
生
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

「
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤
」を
散
布
後
、藻
が
な

く
な
っ
て
か
ら
除
草
剤
を
散
布
し
て
く
だ

さ
い
。藻
が
あ
る
状
態
で
は
成
分
が
広
が
ら

ず
薬
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
本
田
防
除
を
２
回
し
な
く
て

は
い
け
な
い
の
か
。

１
回
目
は
害
虫（
ウ
ン
カ
等
）の
初
期

防
除
・
病
害（
い
も
ち
病・紋
枯
病
）の
予
防
、

２
回
目
は「
カ
メ
ム
シ
」防
除
を
目
的
と
し

て
い
る
た
め
、必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

苗
の
長
さ
が
ど
の
く
ら
い
に
な
っ
た

ら
太
陽
シ
ー
ト
を
外
せ
ば
よ
い
の
か
。

10
㎝
前
後
に
成
長
し
た
こ
ろ
に
除
去

し
て
く
だ
さ
い
。

「
カ
メ
ム
シ
」
被
害
を
減
ら
す
に
は

農
薬
以
外
に
方
法
は
あ
る
の
か
。

出
穂
約
２
週
間
前
ま
で
に
圃
場
周
辺

の
除
草
を
す
る
と
発
生
源
が
減
り
、
被
害

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
全
体
で
除

草
を
す
る
と
効
果
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

土
壌
分
析
は
い
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
す
れ
ば
良
い
の
か
。

土
壌
改
良
剤
や
施
肥
量
等
を
調
整
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
収
穫
後
が

お
す
す
め
で
す
。
少
な
く
と
も
肥
料
等
を

散
布
す
る
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
寒
ず
き
」
を
す
る
理
由
を
教
え
て

欲
し
い
。

厳
寒
期
に
耕
起
す
る
こ
と
で
、ウ
ン
カ

類
や
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
越
冬
数
を
減
ら

し
ま
す
。乾
土
効
果
を
高
め
、地
力
向
上
を

促
し
ま
す
の
で
、深
耕
し
て
く
だ
さ
い
。

古
い
農
薬
が
残
っ
て
い
る
。
処
分

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

有
償
と
な
り
ま
す
が
、
３
年
ご
と
に

農
薬
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
回
収

年
で
す
の
で
、
秋
頃
に
広
報
誌
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

当
地
域
で
初
の
准
組
合
員
懇
談
会

を
開
き
ま
し
た
。
全
国
的
に
准
組
合
員

は
増
加
傾
向
で
、
存
在
意
義
が
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
に

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
よ
り
地
域
に

密
着
し
た
事
業
運
営
を
目
指
そ
う
と
企

画
。准
組
合
員
16
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

半
田
地
域
本
部
長
が
「
意
見
は
財
産

と
な
る
。
運
営
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
役

立
て
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
組

合
員
の
定
義
や
Ｊ
Ａ
概
要
を
紹
介
し
、

各
部
長
が
事
業
内
容
を
説
明
。
国
消
国

産
や
過
去
30
年
間
の
活
動
を
ま
と
め
た

動
画
も
投
影
し
、
出
席
者
か
ら
は
「
支

店
は
明
る
く
活
気
が
あ
り
、親
切
」「
幅

広
く
広
報
活
動
を
し
て
欲
し
い
」
な
ど

の
意
見
・
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

園
主
が
特
色
を
Ｐ
Ｒ

農
業
体
験
農
園
利
用
説
明
会

初
の
准
組
合
員
懇
談
会

役
職
員
と
直
接
対
話
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女性会活動

女性大学第３回講座

地域の活動を
　お届けします！

直川支部

女
性
大
学
第
３
回
講
座
は
料
理
教
室
。

厚
生
産
業
㈱
の
宮
崎
宏
之
佐
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、米
こ
う
じ
味
噌
作
り
を
学

び
ま
し
た
。

大
豆
を
す
り
こ
ぎ
棒
で
潰
す
作
業
は

意
外
と
重
労
働
。
舌
触
り
良
い
味
噌
を

作
ろ
う
と
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
塩
切
し
た
米
こ
う
じ
を
混
ぜ
、
容

器
に
仕
込
ん
だ
あ

と
は
４
カ
月
ほ
ど

発
酵
さ
せ
て
完
成

で
す
。
受
講
生
は

「
出
来
上
が
り
が
待

ち
遠
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

会
員
14
人
が
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー

ム
で
ウ
イ
ン
ナ
ー
作
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
味
付
け
し
た
豚
肉
の
ミ

ン
チ
を
ピ
ス
ト
ル
式
の
容
器
に
入

れ
、
羊
腸
に
詰
め
て
い
き
ま
す
。

好
み
の
大
き
さ
で
作
り
、
高
温
で

蒸
し
あ
げ
て
完
成
で
す
。
出
来
上

が
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル

ウ
イ
ン
ナ

ー
は
と
っ

て
も
美
味

し
く
、
皆

さ
ん
大
満

足
で
し
た
。

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

に
よ
る
防
災
訓
練
を
中
央
営
農
セ

ン
タ
ー
で
開
き
、
会
員
88
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
命
を
守
る
防
災
バ

ッ
グ
の
中
身
な
ど
を
学
び
、
毛
布

を
使
っ
た
応
急
担
架
の
作
成
・
運

搬
方
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺

蘇
生
法
、
救
助
に
役
立
つ
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
の
実
践
も
し
ま
し
た
。

訓
練
は
今
年
で
３
年
目
。
実
技

の
習
得
に
は
反
復
練
習
が
重
要
で

す
。
島
本
副
会
長
は
「
３
回
目
に

し
て
ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
習
得
で

き
た
。
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
で
持
続
可
能
な
地
域
の

実
現
を
支
援
す
る
た
め
、
和
歌
山
市
に

青
色
回
転
灯
付
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
１

台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
市
内
の
小
中
学

生
の
登
下
校
の
見
守
り
、
地
域
の
巡
回

活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

昨
年
度
の
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み

で
は
、
登
下
校
の
見
守
り
を
延
べ
１
０

５
３
校
区
で
実
施
。
不
審
者
対
応
や
補

導
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

市
役
所
で
行
っ
た
受
入
式
で
は
、
半

田
地
域
本
部
長
か
ら
レ
プ
リ
カ
キ
ー
を

受
け
取
っ
た
鶴
巻
郁
夫
副
市
長
が
「
和

歌
山
市
へ
の
深
い
理
解
と
協
力
に
よ
る

も
の
」
と
述
べ
、感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。出
発
式
も
行
わ
れ
、当
日
か
ら
パ
ト

ロ
ー
ル
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

県
１
Ｊ
Ａ
合
併
で
当
地
域
の
主
催
と

な
り
、
再
始
動
し
た
「
第
１
回
Ｊ
Ａ
わ

か
や
ま
杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
」。
せ

せ
ら
ぎ
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
17
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
か
ら
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

ま
で
行
い
、「
伏
虎
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
」
と
「
Ｆ
Ｃ　
Ｆ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
」
が

決
勝
戦
に
進
出
。
伏
虎
が
攻
防
戦
を
制

し
て
前
半
に
先
取
点
、
後
半
も
２
点
を

追
加
し
、
３
対
０
で
優
勝
し
ま
し
た
。

伏
虎
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
い
た
田
中
連
選
手

は
「
ゴ
ー
ル
も
仲
間
の
パ
ス
が
繋
い
だ

結
果
。
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
の
地
域
社
会
に

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
寄
贈

熱
戦
！ 

激
戦
！ 

全
力
プ
レ
ー
！

再
始
動
　
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

優勝した伏虎少年サッカークラブ
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INFORMATION
愛
菜
て
ま
り
っ
こ　
4
～
5
月

無
料
相
談
会

４
月
10
日（
金
）

て
ま
り
っ
こ
の
日

月
に
一
度
の
大
特
価
！

５
月
９
日（
土
）

て
ま
り
っ
こ
の
日

月
に
一
度
の
大
特
価
！

Instagramで
お得な
最新情報を
発信中！

成
長
期
真
っ
只
中
！　

来
訪

者
を
見
る
と
元
気
い
っ
ぱ
い
吠

え
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
も
ち
ゃ

ん
は
、
木
村
家
の
愛
犬
で
す
。
昨

年
５
月
、
長
野
県
に
住
む
長
女
の

紹
介
で
子
犬
の
写
真
が
送
ら
れ
、

そ
の
か
わ
い
さ
に
即
決
し
、
迎
え

入
れ
ま
し
た
。
気
づ
け
ば
１
年
足

ら
ず
で
大
型
犬
の
風
格
に
な
り

ま
し
た
。

好
奇
心
旺
盛
で
何
で
も
食
べ

て
お
腹
を
壊
し
が
ち
な
も
も
ち

ゃ
ん
。
危
険
な
も
の
を
口
に
し
な

い
か
夫
婦
で
常
に
見
張
っ
て
い

ま
す
。
服
も
噛
み
、
破
っ
て
し
ま

う
そ
う
で
す
が
「
安
い
服
は
な
ぜ

か
噛
ま
な
い（
笑
）」
と
登
美
さ
ん

が
話
し
て
い
ま
し
た
。

散
歩
は
四
方
八
方
に
引
っ
張

る
パ
ワ
ー
で
翌
日
に
は
按
摩
に

通
う

伸
さ
ん
。
最
近
は
ド
ッ
グ

ス
ク
ー
ル
で
し
つ
け
や
散
歩
の

基
本
を
勉
強
し
、
楽
に
な
っ
て
き

た
も
の
の
「
通
院
し
な
が
ら
散
歩

し
て
い
る
」と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

「
遊
び
は
体
力
勝
負
」
と
話
す

お
二
人
で
す
が
、
足
を
伸
ば
し
て

く
つ
ろ
い
で
い
る
と
頭
を
乗
せ

て
寝
る
姿
に
癒
さ
れ
て
い
る
そ

う
。
も
う
ひ
と
回
り
大
き
く
な
る

予
定
の
も
も
ち
ゃ
ん
。
楽
し
い
奮

闘
の
日
々
が
続
き
そ
う
で
す
。

𠮷伸さんお手製の人工芝で。ももちゃんが走り回れるように整備しましたが、枝や葉っぱを食べてしまうため、泣く泣く断念。いつかは庭で遊び回る姿をゆっくり眺めたいとのこと。

た
く
さ
ん
遊
ん
で

健
康
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

MY FAMILY

４
月
24
日（
金
）～
25
日（
土
）

感
謝
セ
ー
ル

旬
の
農
産
物
を

感
謝
価
格
で
ご
奉
仕
！！

５
月
22
日（
金
）～
23
日（
土
）

感
謝
セ
ー
ル

旬
の
農
産
物
を

感
謝
価
格
で
ご
奉
仕
！！

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会

権
利
・
示
談
・
債
務
・
相
続
…
な
ど
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
法
律
的
な
相
談
に
、
弁
護
士
が
直
接
ご
対

応
し
ま
す
。

［
開
催
日
時
］
毎
月
第
4
木
曜
日

9
時
30
分
～
12
時
（
お
一
人
様
30
分
程
度
）

［
開
催
場
所
］ 

わ
か
や
ま
地
域
本
部
２
階
第
３
会
議
室

4
月
の
開
催
日
は
4
月
23
日（
木
）で
す
。

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
（
先
着
５
組
）。
最

寄
り
の
支
店
ま
た
は
わ
か
や
ま
地
域
本
部
総
務
部

（
☎
４
７
１
ー
３
７
３
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
・

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、次
回
の
開
催
予
定
は
5
月
28
日（
木
）で
す
。

年
金
相
談
会
／
相
続・遺
言
相
談
会

社
会
保
険
労
務
士
・
税
理
士
が
直
接
ご
対
応
い
た

し
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
開
催
支
店

に
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

［
開
催
日
程
］

４
月
16
日（
木
）
か
せ
い
支
店　
☎
４
５
５
―
０
０
４
４

５
月
21
日（
木
）
六
十
谷
支
店　
☎
４
６
１
―
０
０
１
１

開
催
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
～
15
時
で
す
。

ロ
ー
ン
相
談
会

住
宅
ロ
ー
ン
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
・
カ
ー
ロ
ー

ン
・
教
育
ロ
ー
ン
な
ど
。
借
換
、
お
見
積
り
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
わ
か
や
ま
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ
ビ
ル
支
店
隣
）

☎
４
２
３
―
４
１
６
０

平
日（
9
時
～
17
時
）・
日
曜（
10
時
～
16
時
）

ももちゃんは７兄弟。首輪がもも色だったこと
から名づけました。みんな長野県で暮らし、定
期的に集まっているそうで「ゆくゆくは連れて
行ってあげたい」と話していました。

迎
え
入
れ
て
１
週
間
目
。
𠮷
伸
さ
ん

お
気
に
入
り
の
一
枚
で
す
。「
と
に
か

く
か
わ
い
い
」
と
、
ア
ル
バ
ム
は
す

っ
か
り
も
も
ち
ゃ
ん
一
色
で
す
。

郷土ランナーを応援！
和歌山市チーム優勝！

２
月
に
和
歌
山
県
市
町
村

対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大

会
が
開
催
さ
れ
、
和
歌
山
市

チ
ー
ム
が
見
事
、
優
勝
し
ま

し
た
！ 

当
地
域
は
開
催
に
先

立
ち
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
や
Ｊ

Ｏ
Ｉ
Ｎ
ジ
ュ
ー
ス
を
贈
り
、

選
手
団
を
応
援
し
ま
し
た
。

木
き

村
む ら

伸
の ぶ

さん・登
と

美
み

さん （楠本）よ し
ももちゃん（１才

・ラブラドー
ルレトリバー

）

一緒に遊んで
ほしいワン！
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